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新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。

　
国
民
の
目
、
耳
、
口
を
ふ
さ
ぐ
希
代
の
悪
法
、

秘
密
保
護
法
を
強
行
し
た
安
倍
内
閣
に
、
国
民
の

批
判
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
夏
の
参
院
選
で
躍

進
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
日
本
共
産
党
は
、
議
会
内

外
で
み
な
さ
ん
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
悪
法
阻

止
へ
全
力
を
あ
げ
ま
し
た
。
今
後
、
憲
法
違
反
の

秘
密
保
護
法
撤
廃
へ
力
を
つ
く
し
ま
す
。

　
国
が
消
費
税
大
増
税
、
福
祉
切
り
捨
て
を
す
す

め
る
中
で
、
住
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
地

方
自
治
体
の
役
割
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
公
共
料

金
へ
の
消
費
税
増
税
分
の
上
乗
せ
や
、「
市
民
の

宝
物
」
で
あ
る
敬
老
乗
車
証
制
度
を
壊
す
動
き
な

ど
、
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
春
に
は
府
知
事
選
挙
が
あ
り
ま
す
。

　「
京み
や
こ
プ
ラ
ン
」
実
施
計
画
の
具
体
化
に
反
対

し
、
切
実
な
く
ら
し
、
福
祉
、
教
育
の
願
い
を
実

現
す
る
た
め
、
今
年
も
み
な
さ
ん
と
ご
い
っ
し
ょ

に
、
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

２
０
１
４
年

京
都
か
ら
変
え
る
新
し
い
年
に

14人の議員　勢ぞろい

秘密保護法反対宣伝 （12月 3 日）
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京
都
市
は
、
今
年
4
月
1
日
か
ら
の

消
費
税
8
％
へ
の
増
税
と
い
う
政
府
の

決
定
を
う
け
、
公
営
交
通
の
旅
客
運
賃

に
消
費
税
増
税
分
を
転
嫁
す
る
議
案
を
、

11
月
市
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

値
上
げ
の
主
な
内
容
は
、
バ
ス
の
均

一
区
間
を
2
2
0
円
か
ら
2
3
0
円
に
。

地
下
鉄
は
初
乗
り
区
間
を
除
く
す
べ
て

の
区
間
で
の
一
律
10
円
値
上
げ
で
す
。

　

も
と
も
と
京
都
市
の
バ
ス
運
賃
と
、

地
下
鉄
の
初
乗
り
運
賃
は
、
政
令
市
の

中
で
一
番
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
さ
ら
に
値
上
げ
す
る
な
ど
許
せ
ま

せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団
は
、
開

会
前
の
11
月
21
日
に
は
値
上
げ
条
例
を
提

案
し
な
い
よ
う
市
長
あ
て
の
申
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。
11
月
29
日
に
本
会
議
議
案
質

問
、
12
月
2
日
に
本
会
議
代
表
質
問
、
12

月
5
日
に
委
員
会
質
問
、
12
月
10
日
に
継

　

党
議
員
団
は
、
公
営
企
業
・
公
共
料
金

に
つ
い
て
は
消
費
税
の
適
用
除
外
と
す
る

こ
と
を
国
に
要
請
す
べ
き
と
求
め
て
き
ま

し
た
。
委
員
会
質
疑
の
中
で
当
局
よ
り

「（
公
営
企
業
へ
の
適
用
除
外
を
）
京
都
市

と
し
て
国
に
要
請
す
る
考
え
は
な
い
」

「（
政
令
市
の
公
営
企
業
管
理
者
が
集
ま
っ

た
会
議
で
も
）
適
用
除
外
は
議
題
に
な
ら

な
か
っ
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
、
国
の
言

い
な
り
に
な
っ
て
市
民
に
負
担
を
押
し
つ

け
る
姿
勢
を
改
め
て
示
し
ま
し
た
。

市
バ
ス
が
、

 

２
３
０
円
に
!?

―  
政
令
市
で
一
番
高
い
、

京
都
市
の
市
バ
ス
・

地
下
鉄

党
市
会
議
員
団
は
撤
回
を
求
め
て
奮
闘

国
の
言
い
な
り
で
増
税
分
を
転
嫁
、

適
用
除
外
の
要
請
も
な
し

　

11
月
29
日
の
市
会
本
会
議
で
、
北
山

た
だ
お
議
員
が
日
本
共
産
党
市
会
議
員

団
を
代
表
し
て
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄
運

賃
値
上
げ
条
例
案
に
つ
い
て
の
質
疑
に

立
ち
、
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
の
市
長

の
認
識
を
質
す
と
と
も
に
、
市
民
生
活

の
実
態
を
示
し
、
消
費
税
を
転
嫁
し
た

運
賃
値
上
げ
を
や
め
る
よ
う
強
く
求
め

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
市
長
は
「
消
費
税
は

広
く
負
担
を
分
か
ち
あ
う
も
の
」「
増

税
分
は
社
会
保
障
と
子
育
て
支
援
の
充

実
に
あ
て
ら
れ
る
」
な
ど
と
消
費
税
の

増
税
を
容
認
し
ま
し
た
。
他
の
理
事
者

も
、「
公
営
企
業
へ
の
適
用
除
外
は
消

費
税
の
趣
旨
に
そ
わ
な
い
」（
財
政
担

当
局
長
）、「
消
費
税
を
転
嫁
し
な
い
と

10
億
円
を
本
市
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
深
刻
な
影
響
が
出
る
」（
公
営
企
業

管
理
者
）
な
ど
と
、
消
費
税
を
転
嫁
し

た
運
賃
値
上
げ
を
す
す
め
る
姿
勢
を
示

し
ま
し
た
。

運
賃
値
上
げ
議
案
の
撤
回
を
求
め
、

北
山
議
員
が
本
会
議
で
質
疑 （
11
月
29
日
）

続
審
議
を
求
め
る
他
会
派
へ
の
申
入
れ
、

12
月
11
日
の
閉
会
本
会
議
で
継
続
審
議
を

求
め
る
動
議
提
出
と
、
採
決
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
運
賃
値
上
げ
撤
回
を
求
め
て
奮
闘
し
ま

し
た
が
、
日
本
共
産
党
を
の
ぞ
く
全
会
派

の
賛
成
で
成
立
し
ま
し
た
。

え
ー！

市バス・地下鉄の  運賃値上げやめよ！

市長に値上げ議案を提出しないよう申入れ（11月21日）

市バス ＊カッコ内は小児運賃

地下鉄

普通券 220円 （110） ➡ 230円 （120）
定期券 現行通り

調整区間 180～470円 ➡ 10円値上げ
500円 ➡ 20円値上げ

1 区 210円 ➡ 現行通り
2 区 250円 （130） ➡ 260円 （130）
3 区 280円 （140） ➡ 290円 （150）
4 区 310円 （160） ➡ 320円 （160）
5 区 340円 （170） ➡ 350円 （180）
定期券 108/105倍 （10円単位四捨五入）
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台
風
18
号
に
よ
る
被
害
復
旧
、

再
発
防
止
、 補
償
の
11
月
補
正
予
算

●小栗栖排水機場ポンプ停止による
浸水被害に対する補償 9 億4,000万円

●排水機場集中監視システムの構築
 3,400万円
（監視カメラによる映像、ポンプ稼働状況、水位情報
の一元管理システムの設計費）

●土木災害復旧 12億円

●道路・河川維持補修費 2 億2,400万円

●農林災害復旧事業、 復旧支援事業
 1 億4,100万円
（農地・農業用施設・林業用施設の災害復旧について、
国の激甚災害指定による国庫補助増額や、市の財政支
援で農・林家等の負担軽減）

　

小
栗
栖
排
水
機
場
周
辺
の
浸
水
被
害
に

つ
い
て
、
党
議
員
は
、
早
急
に
補
償
を
行

う
こ
と
、
被
害
の
調
査
や
補
償
の
交
渉
は

市
職
員
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
べ
き
だ
と

指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
排
水
機
場
の
管

理
に
つ
い
て
、
他
都
市
の
例
を
示
し
、
市

が
直
営
で
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　

農
林
業
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、

地
元
負
担
の
さ
ら
な
る
軽
減
や
き
め
細
や

か
な
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　

敬
老
乗
車
証
へ
の
応
益
負
担
の
導
入
を

許
さ
ず
、
存
続
を
求
め
る
声
は
高
ま
っ
て

い
ま
す
。「
敬
老
乗
車
証
守
ろ
う
！
連
絡

会
」
が
結
成
さ
れ
、
11
月
26
日
に
は
市
役

所
前
で
の
街
頭
演
説
会
に
60
人
が
参
加
。

市
長
宛
に
４
５
４
５
筆
の
署
名
（
第
1
次

分
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、

年
金
者
組
合
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、

市
内
全
行
政
区
で
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
宣
伝
に

取
り
組
み
、
た
く
さ
ん
の
要
望
や
署
名
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

敬
老
乗
車
証
を
守
れ

市
民
の
宝

◀4,545筆の要望署名提出 （11/26）

▲ 市内全行政区での
キャラバン宣伝 （11/22）

市役所前街頭演説会 （11/26）▲

市内全行政区での

市役所前街頭演説会（11/26）

市民要求実現に全力台風18号被害復旧を早く！
敬老乗車証改悪反対！
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加藤 あい 議員

加藤あい議員は、12月2日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

市
民
に
痛
み
押
し
つ
け
る
社
会
保
障
解
体
は
や
め
よ

小
水
力
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
支
援
を

秘
密
保
護
法
案
は 「
知
る
権
利
」・

「
表
現
の
自
由
」 を
脅
か
す

　

加
藤
議
員
は
、
秘
密
保
護
法
に
つ
い
て
、
政

府
が
秘
密
と
決
め
た
ら
、
ど
ん
な
情
報
も
国
民

の
目
か
ら
隠
さ
れ
、「
知
る
権
利
」、「
言
論
・

表
現
の
自
由
」
を
脅
か
す
と
批
判
。
民
主
主
義

の
根
幹
を
崩
す
と
述
べ
、
市
長
の
認
識
を
質
し

ま
し
た
。

　

市
長
は
答
弁
せ
ず
、
理
事
者
が
「
秘
密
保
護

と
国
民
の
知
る
権
利
が
両
立
で
き
る
制
度
が
必

要
」
と
容
認
す
る
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

社
会
保
障
制
度
の
解
体
は

や
め
よ

　

加
藤
議
員
は
、
安
倍
内
閣
が
消
費
税
増
税
と

セ
ッ
ト
で
社
会
保
障
の
大
改
悪
を
進
め
た
と
批

判
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
は
、
国
民
に
「
自
助
・

自
立
」
を
押
し
つ
け
憲
法
25
条
か
ら
大
き
く
逸

脱
す
る
と
指
摘
。
介
護
、
年
金
な
ど
の
社
会
保

障
の
解
体
を
行
い
、
国
民
に
痛
み
を
押
し
付
け

る
も
の
と
批
判
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
へ
の

公
費
負
担
引
き
上
げ
を

　

加
藤
議
員
は
、
政
府
が
「
社
会
保
障
費
の
削

減
あ
り
き
」
で
介
護
保
険
制
度
改
悪
の
検
討
を

進
め
て
い
る
が
、
給
付
を
抑
制
し
て
も
保
険
料

が
上
が
り
続
け
、
そ
の
上
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
な
い
制
度
だ
と
批
判
。
改
善
の
た
め
に
は
、

公
費
負
担
の
引
き
上
げ
こ
そ
必
要
だ
と
し
、
市

長
の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
に
対

し
、
要
支
援
外
し
な
ど
の
制
度
改
悪
案
の
撤
回
、

公
費
負
担
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
よ
う
質
し
ま

し
た
。

　

理
事
者
は
「
利
用
者
、
保
険
者
に
過
重
な
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
国
に
要
望
す
る
」
と
述
べ

る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

生
活
保
護
費
削
減
に

反
対
の
声
を

　

加
藤
議
員
は
、
政
府
は
「
物
価
下
落
」
を
生

活
保
護
費
引
き
下
げ
の
論
拠
に
し
て
い
る
が
、

食
料
や
日
用
品
は
高
騰
し
て
お
り
、
生
活
保
護

費
削
減
反
対
の
声
を
国
に
上
げ
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
保
護
申
請
の
ハ
ー
ド
ル
を
上

げ
る
法
改
悪
は
、「
水
際
作
戦
の
法
制
化
」
だ

と
批
判
し
、
必
要
な
人
に
保
護
が
行
わ
れ
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
追
及
し
ま
し
た
。

敬
老
乗
車
証
制
度

「
応
益
負
担
化
」
の
撤
回
を

　

加
藤
議
員
は
、
高
齢
者
の
福
祉
増
進
の
た
め

の
現
行
制
度
を
廃
止
し
、
乗
れ
ば
乗
る
ほ
ど
負

担
が
増
え
る
応
益
負
担
の
制
度
に
す
れ
ば
、
低

所
得
者
ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
と
指
摘
。
こ
れ

で
は
、
敬
老
乗
車
証
と
は
呼
べ
ず
、「
応
益
負

担
化
」
は
撤
回
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　

副
市
長
は
、
市
民
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
に
背

を
向
け
「
応
益
負
担
化
」
を
進
め
る
答
弁
を
し

ま
し
た
。

「
即
時
原
発
ゼ
ロ
」
の
決
断
を

　

加
藤
議
員
は
、
滋
賀
県
の
原
発
事
故
想
定
で

も
、
京
都
市
民
の
水
が
め
が
汚
染
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
が
、「
中
長
期
的
に
は
原
発

依
存
か
ら
脱
す
る
」
と
再
稼
働
を
容
認
す
る
の

か
と
追
及
。
た
だ
ち
に
原
発
を
ゼ
ロ
に
し
、
廃

炉
の
プ
ロ
セ
ス
に
す
す
む
決
断
こ
そ
責
任
あ
る

対
応
だ
と
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
で
き
る
限
り
早
期
に
原
子
力
発
電

に
依
存
し
な
い
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

を
目
指
す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
目
標
を

飛
躍
的
に
引
き
上
げ
よ

　

加
藤
議
員
は
、「
即
時
原
発
ゼ
ロ
」
の
立
場

で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
目
標
を
飛
躍
的

に
引
き
上
げ
る
べ
き
と
指
摘
。
太
陽
光
や
バ
イ

オ
マ
ス
に
加
え
て
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
毎
の
導
入

計
画
を
示
し
、
抜
本
的
な
取
り
組
み
の
強
化
を

求
め
ま
し
た
。
市
長
は
「
導
入
量
は
2
0
2
0

年
度
ま
で
に
3
倍
以
上
を
目
指
す
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　

加
藤
議
員
は
さ
ら
に
、
太
陽
光
や
太
陽
熱
設

備
の
導
入
に
つ
い
て
の
補
助
は
あ
る
も
の
の
、

そ
れ
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
支
援
の
仕
組
み
が

な
い
と
指
摘
。
小
水
力
、
地
中
熱
等
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
市
民
参
加
や
導
入

を
進
め
る
た
め
の
支
援
を
充
実
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　

市
長
は
「
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
追
求
し
、
市

民
協
働
発
電
な
ど
地
域
の
主
体
的
な
取
り
組
み

の
支
援
、
技
術
開
発
や
普
及
啓
発
な
ど
を
推
進

す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

左
京
区
高
野
の
大
型
パ
チ
ン
コ
店

建
設
計
画
に
つ
い
て

　

加
藤
議
員
は
、「
左
京
区
高
野
の
パ
チ
ン
コ

店
新
設
計
画
に
反
対
し
、
計
画
の
見
直
し
」
を

議
会
あ
げ
て
求
め
て
い
る
と
指
摘
。「
住
宅
地

に
大
型
パ
チ
ン
コ
店
は
い
ら
な
い
」
と
の
住
民

の
願
い
に
こ
た
え
、
指
導
や
対
応
策
を
講
じ
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
住
民
の
声
を
強
く
受
け
止
め
て

い
る
。
あ
ら
ゆ
る
英
知
を
結
集
し
取
り
組
ん
で

い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

高野パチンコ店いらない！住民集会
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台
風
18
号
被
害
の
早
期
復
旧
と

災
害
危
機
管
理
体
制
の
抜
本
的
強
化
を

西村 よしみ 議員

西村よしみ議員は、12月2日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

国
・
府
と
連
携
し
、
総
合
的
な

浸
水
被
害
対
策
の
強
化
を

　

西
村
議
員
は
、
台
風
18
号
に
よ
る
地
元
右
京

区
・
嵐
山
、
梅
津
地
域
の
豪
雨
災
害
の
状
況
に

つ
い
て
述
べ
、
今
後
の
浸
水
対
策
と
し
て
、
河

川
へ
の
ポ
ン
プ
排
水
機
の
設
置
、
河
川
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫や

井い

堰せ
き

の
見
直
し
な
ど
、
国
や
京
都
府
へ
河
川
の

改
修
と
管
理
強
化
を
強
く
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
周
辺
地
域
の
総
合
的
な
浸
水
被
害
対
策
の

強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　

副
市
長
は
「
国
や
府
が
管
理
す
る
河
川
の
浚

渫
や
中
洲
の
樹
木
の
伐
採
な
ど
、
対
策
の
実
施

を
強
く
要
望
。
梅
津
都
市
下
水
路
の
周
辺
地
域

に
つ
い
て
は
、
水
路
や
側
溝
等
の
現
状
把
握
、

流
下
能
力
な
ど
の
調
査
、
浸
水
原
因
な
ど
を
把

握
し
、
抜
本
的
な
浸
水
対
策
の
検
討
を
行
う
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

台
風
18
号
災
害
を
教
訓
と
し
、

危
機
管
理
体
制
に
万
全
を

　

西
村
議
員
は
、
台
風
18
号
災
害
で
は
、
本
市

の
災
害
危
機
管
理
体
制
の
あ
り
方
が
厳
し
く
問

わ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
。

　

嵐
山
、
梅
津
小
学
校
は
、
増
水
し
て
い
た
桂

川
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
河
川
近
く
の
避
難
所

の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。 　

理
事
者
は
「
一
部
に
浸
水
し
や
す
い
避
難
所

が
あ
り
見
直
し
を
行
う
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

が
集
中
し
パ
ン
ク
し
た
事
態
を
う
け
、
災
害
情

報
提
供
の
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
「
専
用
回
線
の
利
用
や
サ
ー
バ
ー

を
補
強
し
、
１
月
中
に
は
運
用
を
開
始
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
西
村
議
員
は
右
京
区
高
雄
地
域
で

は
、
被
害
が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
、
被
害
情
報
の
正
確
な
把
握
と

広
報
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
「
自
主
防
災
会
、
消
防
団
、
水
防

団
、
自
治
会
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
よ
り
迅

速
か
つ
正
確
な
情
報
収
集
と
広
報
の
改
善
・
充

実
を
図
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

伏
見
区
小
栗
栖
排
水
機
場
ポ
ン
プ

停
止
の
問
題
に
つ
い
て

　

西
村
議
員
は
、
伏
見
区
小
栗
栖
排
水
機
場
ポ

ン
プ
停
止
に
よ
る
浸
水
被
害
に
つ
い
て
、
管
理

体
制
の
見
直
し
と
被
害
者
へ
の
早
急
な
補
償
を

求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
本
市
が
排
水
機
場
を
一
元
的
に
把

握
す
る
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
対
策
チ

ー
ム
を
設
置
し
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
可

能
な
限
り
年
内
に
仮
払
い
を
行
う
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

京
北
地
域
の

台
風
災
害
復
旧
へ
の
支
援
を

　

西
村
議
員
は
、
京
北
に
お
け
る
農
林
復
旧
事

業
1
5
6
件
の
う
ち
、
激
甚
災
害
指
定
は
わ
ず

か
11
件
の
み
で
、
重
い
地
元
負
担
に
対
す
る
対

策
を
求
め
ま
し
た
。

　

副
市
長
は
「
農
地
、
水
路
、
林
道
で
、
国
庫

補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
本
市
独

自
の
支
援
を
行
う
。
農
業
用
施
設
の
被
害
復
旧

に
は
、
独
自
の
補
助
率
上
乗
せ
、
農
業
用
機
械

の
更
新
等
に
は
、
新
た
な
助
成
制
度
を
創
設
す

る
。
地
域
の
関
係
者
と
協
議
し
な
が
ら
、
復
旧

が
完
了
す
る
ま
で
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
す

す
め
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

合
併
か
ら
10
年
、

京
北
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
を

　

西
村
議
員
は
、
京
北
の
合
併
か
ら
来
年
度
で

10
年
を
迎
え
る
が
、
住
民
か
ら
は
「
京
北
の
将

来
像
が
全
く
見
え
な
い
」
と
の
不
安
の
声
が
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
職
員
数
は
、
合
併

前
の
1
7
5
人
か
ら
35
人
に
減
少
。
府
の
振
興

局
も
撤
退
、
京
北
病
院
は
独
立
行
政
法
人
化
さ

れ
、
四
つ
の
診
療
所
も
存
亡
の
危
機
に
直
面
、

さ
ら
に
ふ
る
さ
と
公
社
バ
ス
の
補
助
金
見
直
し

ま
で
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
対
策
、
産
業
振
興
や
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
基
本
計
画
の
策
定
を

求
め
ま
し
た
。

　

副
市
長
は
「
策
定
予
定
の
新
た
な
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
で
、
産
業
振
興
や
定
住
促
進
な

ど
京
北
地
域
の
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

く
ら
し
、 経
済
、 市
財
政
を
破
綻
に

追
い
込
む
消
費
税
増
税
は
中
止
を

　

西
村
議
員
は
、
市
内
中
小
業
者
の
半
数
以
上

が
、
消
費
税
増
税
分
の
価
格
転
嫁
が
困
難
と
回

答
し
て
い
る
調
査
結
果
も
示
し
、
消
費
税
増
税

中
止
を
国
に
迫
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、
市
民
の
く
ら
し
や
中
小
業
者
の

営
業
、
市
財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
答
え
ず

「
簡
素
な
給
付
措
置
や
円
滑
・
適
正
な
転
嫁
の

た
め
の
対
策
等
、
低
所
得
者
や
中
小
事
業
者
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
対
応
策
が
講
じ

ら
れ
る
」
と
従
来
の
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

一
刻
も
早
い

公
契
約
条
例
の
制
定
を

　

西
村
議
員
は
、
公
契
約
条
例
は
、
公
正
な
競

争
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
安
全
の
確
保
、
労

働
者
の
賃
金
を
確
保
し
、
市
内
地
域
経
済
の
循

環
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
刻
も
早
く
制

定
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
「
京み

や
こプ
ラ
ン
実
施
計
画
で
、
平
成

27
年
度
ま
で
の
制
定
を
明
記
。
他
都
市
調
査
や

事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
学
識
経
験
者
、

業
界
及
び
労
働
界
か
ら
意
見
を
聞
き
検
討
し
て

い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
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と
が
し
豊
議
員
は
、
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め

る
理
由
を
四
つ
の
点
か
ら
述
べ
ま
し
た
。

　

第
一
に
、
消
費
税
は
所
得
が
低
け
れ
ば
低
い
ほ

ど
負
担
割
合
が
重
く
な
る
逆
進
性
を
持
ち
、
あ
ら

ゆ
る
世
代
に
か
か
る
不
公
平
な
税
で
あ
る
こ
と
。

　

第
二
に
、
東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
の
被
災
地
の
方
々
に
も
情
け
容
赦
な
く
襲

い
か
か
り
、
復
興
支
援
・
生
活
再
建
に
も
逆
行
す

る
こ
と
。

　

第
三
に
、
中
小
零
細
業
者
は
、
増
税
分
を
転
嫁

す
れ
ば
買
い
控
え
、
転
嫁
で
き
ず
に
身
銭
を
切
れ

ば
経
営
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
、
京
都
市
の
地
域
経

済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
。

　

第
四
に
、
景
気
を
悪
化
さ
せ
、
所
得
税
、
法
人

税
、
住
民
税
な
ど
、
税
収
全
体
が
減
少
し
、
京
都

市
財
政
に
も
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
。

　

と
が
し
議
員
は
、「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め

る
請
願
」
が
、
商
店
街
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
皆
さ
ん
方
（
56
件
）
か
ら
提
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
願
い
に
こ
た
え
請
願
を

採
択
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

西
野
議
員
は
、
農
林
災
害
復
旧
支
援
は
、
地
元

負
担
が
大
き
い
設
備
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
負
担
軽
減
策
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
な
か
っ
た
橋
梁
や
山
腹
崩

壊
の
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

　

西
野
議
員
は
、
小
栗
栖
排
水
機
場
周
辺
浸
水
被

害
の
損
害
賠
償
は
、
被
害
の
実
態
に
応
じ
た
補
償

を
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
対
策
チ
ー

ム
は
7
チ
ー
ム
し
か
な
く
2
人
体
制
の
内
1
人
は

派
遣
社
員
だ
と
指
摘
。
全
庁
体
制
で
人
員
を
増
や

す
よ
う
改
善
を
求
め
、
職
員
削
減
計
画
を
見
直
す

よ
う
強
調
し
ま
し
た
。

待
機
児
童
対
策
は
認
可
保
育
園
で

　

西
野
議
員
は
、
グ
ル
ー
プ
型
小
規
模
保
育
は
、

お
散
歩
車
が
無
か
っ
た
り
、
必
要
な
備
品
が
整
わ

な
い
実
態
が
あ
る
と
指
摘
し
、
現
行
の
予
算
で
は

不
十
分
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
立
地
な
ど
保

育
環
境
の
問
題
も
あ
る
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
待

機
児
童
対
策
は
認
可
保
育
園
で
対
応
す
べ
き
と
指

摘
し
ま
し
た
。

　

ひ
ぐ
ち
議
員
は
、
日
本
共
産
党

議
員
団
が
提
出
し
た
「
空
き
家
条

例
に
対
す
る
修
正
案
」
の
内
容
に

つ
い
て
提
案
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

①
空
き
家
所
有
者
の
意
向
を
十
分
に
尊
重
す
る

た
め
、
第
5
条
の
「
空
き
家
の
所
有
者
等
の
責

務
」
の
項
で
空
き
家
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
義
務
付
け
る
の
で
は
な
く
、
第
12
条
と
同
様

に
、
努
力
義
務
に
と
ど
め
る
こ
と
。

　

市
バ
ス
・
地
下
鉄
の
運
賃
を
値

上
げ
す
る
議
案
の
採
決
に
先
立
ち
、

北
山
た
だ
お
議
員
が
継
続
審
議
を

求
め
る
動
議
を
提
出
。
日
本
共
産

党
以
外
の
全
会
派
が
動
議
を
否
決
し
た
こ
と
を
受

け
て
、
西
村
議
員
が
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃
値

上
げ
条
例
に
対
す
る
反
対
討
論
に
た
ち
ま
し
た
。

　

西
村
議
員
は
、
第
一
に
京
都
の
市
バ
ス
・
地
下

鉄
運
賃
が
今
で
も
日
本
一
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

消
費
税
の
増
税
分
を
運
賃
に
転
嫁
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
10
億
円
の
新
た
な
負
担
が
市
民
に
の
し
か

か
っ
て
く
る
こ
と
を
批
判
し
ま
し
た
。
そ
し
て
国

会
の
議
論
で
、
運
賃
を
上
げ
る
と
乗
客
が
減
る
の

で
、
増
税
分
の
値
上
げ
が
で
き
な
い
と
判
断
し
た

消
費
税
増
税
中
止
こ
そ
、
最
大
の
経
済
対
策

 

「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る
請
願
」 

の
不
採
択
に　
　
　
　

 

と
が
し
豊
議
員
が
反
対
討
論

台
風
18
号
災
害
支
援
で
さ
ら
な
る
軽
減
策
を

浸
水
被
害
補
償
は
、
職
員
を
増
や
し
対
応
を

 

西
野
さ
ち
子
議
員
が
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
賛
成
討
論

「
空
き
家
条
例
に
対
す
る
修
正
案
」

に
つ
い
て

 

ひ
ぐ
ち
英
明
議
員
が
提
案
説
明

「
市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃
値
上
げ

条
例
」 に
つ
い
て

 

西
村
よ
し
み
議
員
が
反
対
討
論

場
合
は
「
転
嫁
拒
否
行
為
に
は
な
ら
な
い
」
と
経

済
産
業
大
臣
が
答
弁
し
て
い
る
こ
と
も
示
し
、
運

賃
値
上
げ
回
避
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。

　

第
二
に
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃
に
つ
い
て
、

国
に
対
し
適
用
除
外
す
る
な
ど
の
働
き
か
け
が
行

わ
れ
て
い
な
い
問
題
を
指
摘
。
民
間
の
バ
ス
事
業

者
で
つ
く
る
「
日
本
バ
ス
協
会
」
が
、
消
費
税
の

負
担
軽
減
策
を
求
め
て
国
に
対
し
「
要
望
書
」
を

提
出
し
て
い
る
事
も
示
し
、「
市
民
の
く
ら
し
を

守
る
立
場
で
国
に
対
策
を
求
め
る
べ
き
」
と
批
判

し
ま
し
た
。

　

第
三
に
、
雇
用
者
報
酬
の
減
や
非
正
規
雇
用
増
、

年
金
削
減
や
社
会
保
障
負
担
増
な
ど
、
市
民
生
活

が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
実
態
を
示
す
と

と
も
に
、
値
上
げ
が
市
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
、
何
ら
議
論
を
す
る
こ
と
な
く
提
案
し
た

こ
と
に
つ
い
て
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　

②
空
き
家
の
流
通
が
土
地
転
が
し
や
地
上
げ
な

ど
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
第
6
条

で
事
業
者
に
努
力
義
務
を
課
し
て
い
る
部
分
と
、

第
12
条
3
項
で
本
市
が
流
通
の
促
進
の
措
置
を
講

じ
る
と
し
て
い
る
部
分
を
削
除
す
る
こ
と
。

　

③
跡
地
の
活
用
は
、
危
険
家
屋
対
策
と
直
接
結

び
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
財
産
権
と
の
か
ね
あ
い

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
跡
地
の
活
用
に
関
す
る
第
20

条
な
ど
を
削
除
す
る
こ
と
。

　

以
上
3
点
を
述
べ
、
賛
同
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

　
（
修
正
案
は
否
決
さ
れ
、
原
案
が
全
会
派
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。）
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玉
本
議
員
は
、
意
見
書
案
に
つ
い

て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
抑
制
を

狙
う
国
の
方
針
を
前
提
と
し
た
も
の

で
あ
り
反
対
す
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
要
支
援
の
訪
問
介
護
と
通
所
介

護
を
介
護
保
険
給
付
か
ら
は
ず
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
に
担
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

玉
本
議
員
は
、
福
祉
の
専
門
家
が
担
う
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
は
、
心
身
の
状
況
改
善
や
生
活
へ
の
意
欲

を
引
き
出
す
「
命
綱
」
で
あ
り
、
取
り
上
げ
ら
れ
れ

ば
重
度
化
、
重
症
化
、
地
域
生
活
の
破
綻
を
ま
ね
く

と
批
判
。
厚
労
省
が
具
体
的
な
案
を
出
せ
ば
出
す
ほ

ど
反
対
意
見
が
広
が
り
、
方
針
の
転
換
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
り
、
削
減
あ
り
き
で
進
め
る
安
倍
政
権
の

姿
勢
が
問
わ
れ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
消
費
税
増
税
は
社
会
保
障
の
た
め
」
と

い
う
論
拠
は
破
た
ん
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
安
心
で

き
る
制
度
の
確
立
に
転
換
す
る
こ
と
こ
そ
必
要
だ
と

強
調
し
ま
し
た
。

　

く
ら
た
議
員
は
、
焼
却
灰
溶
融
施

設
の
契
約
解
除
に
つ
い
て
、「
必
要

な
施
設
」
と
、
市
長
責
任
を
不
問
に

付
し
た
自
民
党
な
ど
が
提
案
の
決
議

案
に
反
対
し
、
経
過
を
明
確
に
し
た
わ
が
党
提
案
の

 

経
済
総
務
委
員
会
（
十
二
月
四
日
）

●
行
財
政
局

• 

京
都
市
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る
大
規
模

な
工
場
等
の
用
途
・
規
模
の
基
準
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

• 

入
湯
税
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

• 

京
都
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
産
業
観
光
局

• 

京
都
市
産
業
技
術
研
究
所
中
期
目
標
の
策

定
に
つ
い
て

●
所
管
局
な
し

• 

請
願
「
消
費
税
増
税
中
止
の
要
請
」（
56

件
）

　

 

わ
が
党
以
外
の
全
会
派
が
、
請
願
者
の
趣

旨
説
明
に
反
対
。
請
願
も
不
採
択

 

く
ら
し
環
境

●
文
化
市
民
局

• 

嵯
峨
出
張
所
の
廃
止
に
つ
い
て

• 

市
立
浴
場
の
大
人
入
浴
回
数
券
の
発
行
に

つ
い
て

• 

京
都
マ
ラ
ソ
ン
（
平
成
27
年
2
月
開
催
）

の
コ
ー
ス
変
更
に
つ
い
て

●
環
境
政
策
局

• 

太
陽
光
発
電
屋
根
貸
し
制
度
の
運
営
主
体

募
集
に
つ
い
て

• 

焼
却
灰
溶
融
施
設
の
契
約
解
除
及
び
損
害

賠
償
に
つ
い
て

• 

伏
見
区
醍
醐
蛇
羅
谷
地
域
の
産
廃
処
分
場

計
画
に
つ
い
て

 

教
育
福
祉
委
員
会

●
保
健
福
祉
局

• 

福
祉
施
設
に
指
定
管
理
者
制
度
は
そ
ぐ
わ

な
い
。
老
人
保
養
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金

制
導
入
も
す
べ
き
で
な
い

• 

若
杉
学
園
を
民
設
民
営
化
す
る
提
案
は
唐

突
、
公
的
責
任
を
果
た
せ

• 

市
営
保
育
所
の
民
営
化
は
や
め
る
べ
き
。

市
の
責
任
で
待
機
児
解
消
を

• 

敬
老
乗
車
証
の
改
善
・
充
実
を
。
市
の
制

度
案
に
反
対
の
市
民
意
見
が
多
数

•
在
宅
血
液
透
析
患
者
・
家
族
へ
の
支
援
を

• 

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
検
査
体
制
の
拡
大
強
化

を
●
教
育
委
員
会

• 

東
山
泉
小
中
学
校
の
保
護
者
へ
の
丁
寧
な

説
明
を
要
求
。
保
護
者
の
要
望
に
対
し
、

で
き
る
限
り
の
措
置
を
す
る
と
約
束

•
市
立
工
業
高
校
の
候
補
地
に
つ
い
て

• 

学
校
で
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
・
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
対
応
に
つ
い
て

• 

Ｌ
Ｄ
等
通
級
支
援
学
級
の
全
校
設
置
を
求

め
る

 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
十
二
月
五
日
）

●
都
市
計
画
局

• 

空
き
家
条
例
に
つ
い
て
、
所
有
者
の
意
向

を
十
分
に
尊
重
し
、「
管
理
不
全
状
態
」

の
基
準
を
示
せ
と
要
求

• 

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
見
直
し
に
関
し
、
従

来
か
ら
の
会
派
の
要
望
の
内
容
を
質
疑

• 

市
営
住
宅
家
賃
に
係
わ
る
住
宅
審
議
会
答

申
に
つ
い
て
、
家
賃
値
上
げ
は
行
う
べ
き

で
な
い
と
指
摘

●
建
設
局

• 

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
、
産
廃
最
終

処
分
場
の
計
画
地
で
大
津
市
長
か
ら
要
望

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

慎
重
に
対
応
す
べ
き
と
求
め
る

• 

小
栗
栖
排
水
機
場
の
浸
水
被
害
へ
の
補
償

に
真
摯
な
対
応
を
求
め
る

• 「
七
条
通
の
安
全
対
策
を
求
め
る
請
願
」

に
つ
い
て
、
住
民
の
声
を
聞
い
て
対
応
す

る
よ
う
求
め
る

 

交
通
水
道
消
防
委
員
会
（
十
二
月
五
日
）

●
交
通
局

•
市
バ
ス
運
賃
値
上
げ
条
例
に
つ
い
て

•
地
下
鉄
運
賃
値
上
げ
条
例
に
つ
い
て

•
運
賃
値
上
げ
撤
回
の
請
願
審
査

●
消
防
局

• 

京
都
市
帰
宅
困
難
者
対
策
指
針
の
策
定
に

つ
い
て

決
議
案
に
賛
成
す
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

試
運
転
当
初
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
京
都
市
は
灰
溶
融
施
設
に
固
執
し
、

建
設
費
に
多
額
の
税
金
を
投
入
し
て
き
た
と
批
判
し

ま
し
た
。
ま
た
、
住
友
重
工
は
、「
一
切
負
担
を
か

け
な
い
よ
う
真
撃
に
対
処
す
る
」
と
確
約
し
た
自
ら

の
責
務
を
誠
実
に
履
行
し
、
市
民
の
負
担
が
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
損
害
賠
償
等
の
請
求
に
速
や
か

に
応
じ
る
べ
き
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　

加
藤
議
員
は
、
特
定
秘
密
保
護
法

が
成
立
し
た
直
後
の
世
論
調
査
結
果

を
紹
介
し
、
国
民
は
こ
の
法
を
認
め

て
い
な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

特
定
秘
密
保
護
法
は
、
①
何
が
秘
密
か
も
秘
密
、

ど
ん
な
行
政
情
報
も
半
ば
永
久
的
に
国
民
に
隠
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
、
②
「
特
定
秘
密
」
を
漏
ら
し

た
公
務
員
も
知
ろ
う
と
し
た
国
民
も
、
未
遂
で
も
、

共
謀
、
教
唆
、
扇
動
も
処
罰
、
③
国
政
調
査
権
を
侵

害
し
、
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
る
国
会
に
開
示
す
る

に
も
秘
密
会
、
国
会
議
員
が
公
開
す
れ
ば
処
罰
さ
れ

る
な
ど
、
憲
法
に
定
め
ら
れ
た
国
民
主
権
、
基
本
的

人
権
、
平
和
主
義
の
原
則
を
根
本
か
ら
踏
み
に
じ
る

違
憲
立
法
で
あ
る
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　

審
議
時
間
は
衆
参
合
わ
せ
て
70
時
間
、
強
行
採
決

に
次
ぐ
強
行
採
決
。
こ
う
し
た
数
の
暴
挙
も
国
民
は

認
め
て
お
ら
ず
、
憲
法
違
反
の
秘
密
保
護
法
は
撤
廃

し
か
な
い
と
主
張
し
ま
し
た
。

「
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
新
た
な
地
域
支
援

事
業
の
導
入
に
係
る
意
見
書
」 

に
つ
い
て

 

玉
本
な
る
み
議
員
が
反
対
討
論

「
焼
却
灰
溶
融
施
設
の
契
約
解
除
に

関
す
る
決
議
案
」 

に
つ
い
て

 

く
ら
た
共
子
議
員
が
討
論

「
特
定
秘
密
保
護
法
の
撤
廃
を
求
め
る

決
議
案
」 

に
つ
い
て

 

加
藤
あ
い
議
員
が
提
案
説
明

経
済
総
務
委
員
会

（
12
月
4
日
）

教
育
福
祉
委
員
会

（
12
月
4
日
）

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
12
月
5
日
）

交
通
水
道
消
防
委
員
会（

12
月
5
日
）

く
ら
し
環
境
委
員
会

（
12
月
4
日
）

全文は、市議団ホームページをご覧ください。

新着情報（見解・声明など）New

［申し入れ］
　 2014年度京都市予算編成に対する要求書
（2013年12月10日）
［申し入れ］
　 市バス・地下鉄の旅客運賃の値上げ提案の
中止を強く求める（2013年11月21日）
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11
月
定
例
市
会
を
終
え
て
二
〇
一
三
年
十
二
月
十
一
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

法
の
改
悪
反
対
」
の
声
を
上
げ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
市
民
の
切
実

な
声
に
も
市
長
は
答
弁
に
立
た
ず
、
保
健
福
祉
局
長
が
「
社
会
保
障
審

議
会
で
制
度
の
持
続
確
保
の
た
め
の
議
論
が
行
な
わ
れ
て
い
る
」
と
答

弁
し
、社
会
保
障
解
体
の
流
れ
を
容
認
し
ま
し
た
。
合
併
か
ら
一
〇
年
、

京
北
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
行
政
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

一 

、
今
議
会
で
は
、
安
倍
内
閣
の
来
年
四
月
の
消
費
税
増
税
実
施
方
針
を

受
け
て
、
市
長
は
消
費
税
増
税
分
を
市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃
に
転
嫁
す

る
値
上
げ
提
案
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
市
長
に
提
案
の

中
止
を
求
め
る
申
し
入
れ
と
議
案
質
問
を
お
こ
な
い
、
消
費
税
増
税
に

つ
い
て
の
市
長
の
認
識
を
た
だ
す
と
と
も
に
、「
公
営
企
業
は
消
費
税

の
適
用
除
外
に
す
る
よ
う
国
に
求
め
る
と
と
も
に
、
運
賃
値
上
げ
を
や

め
る
よ
う
」
求
め
ま
し
た
。
市
長
は
消
費
税
増
税
を
当
然
視
す
る
答
弁

に
終
始
し
、
財
政
担
当
の
理
事
者
は
「
公
営
企
業
で
あ
る
こ
と
で
適
用

除
外
す
る
こ
と
は
、
税
の
主
旨
に
沿
わ
な
い
」
と
開
き
直
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
委
員
会
審
議
で
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
を
ふ
ま
え
、
値
上

げ
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
、
議
案
の
継
続
審
議
と
市
長
へ
の
総
括
質
疑

の
実
施
を
求
め
、
閉
会
本
会
議
で
動
議
を
提
出
し
徹
底
審
議
を
求
め
ま

し
た
が
、
他
会
派
と
無
所
属
議
員
は
反
対
し
、
値
上
げ
条
例
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

 　

ま
た
、「
敬
老
乗
車
証
制
度
の
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
方
」
が
発
表
さ
れ
、「
利
用
頻
度
に
応
じ
た
応
益
負
担
」
制
度
の

導
入
が
明
ら
か
に
な
る
中
で
、「
乗
れ
ば
乗
る
ほ
ど
負
担
が
増
え
、
敬

老
乗
車
証
の
精
神
か
ら
の
逸
脱
で
あ
り
、
応
益
負
担
化
の
撤
回
」
を
強

く
求
め
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
議
会
論
戦
と
と
も
に
年
金
者
組
合
、

市
民
の
足
を
守
る
会
な
ど
と
共
同
し
、「
市
内
全
行
政
区
で
の
キ
ャ
ラ

バ
ン
宣
伝
」、
市
役
所
前
昼
休
み
集
会
を
取
り
組
み
、
市
民
団
体
か
ら

四
五
四
五
名
の
要
望
署
名
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

一 

、
総
額
四
一
億
四
一
〇
〇
万
円
の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
台

風
一
八
号
被
害
に
対
す
る
第
二
弾
の
復
旧
支
援
と
農
林
災
害
復
旧
予
算

が
提
案
さ
れ
、
農
林
災
害
は
国
の
激
甚
災
害
指
定
を
受
け
、
国
庫
補
助

の
か
さ
上
げ
に
加
え
本
市
独
自
の
上
乗
せ
に
よ
る
地
元
負
担
の
軽
減

と
、
指
定
外
の
地
域
に
お
け
る
本
市
独
自
の
地
元
負
担
軽
減
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
そ
の
措
置
を
評
価
し
つ
つ
、

さ
ら
な
る
負
担
軽
減
策
と
林
道
復
旧
支
援
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　

 　

小
栗
栖
排
水
機
場
周
辺
浸
水
被
害
に
関
し
て
、
被
害
者
へ
の
損
害
賠

償
交
渉
は
速
や
か
に
基
準
を
策
定
し
住
民
に
示
し
、
全
庁
的
な
応
援
体

制
で
臨
み
、
交
渉
チ
ー
ム
は
全
員
市
職
員
で
あ
た
る
こ
と
。
排
水
機
場

の
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
委
託
方
式
で
は
な
く
他
都
市

と
同
様
に
直
営
を
基
本
と
し
、職
員
の
増
員
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

対
策
の
一
環
と
し
て
、
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
の
設
計
費
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

　

 　

防
災
情
報
発
信
機
能
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
視
認
性
向
上
と
サ
ー
バ
ー
強
化
、
一
人
暮
ら
し
の
災
害
時
要
援
護
者

へ
の
災
害
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

 　

浸
水
被
害
が
多
く
発
生
し
た
梅
津
都
市
下
水
路
周
辺
地
域
に
お
い
て

は
、
水
路
や
側
溝
な
ど
の
現
状
把
握
と
能
力
の
調
査
を
お
こ
な
い
、
抜

本
的
な
浸
水
対
策
の
検
討
と
立
案
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

 　

国
の
景
気
対
策
と
し
て
元
気
臨
時
交
付
金
（
第
二
次
分
）
を
活
用
し

た
学
校
施
設
の
維
持
修
繕
と
整
備
の
予
算
が
補
正
さ
れ
、
地
元
企
業
や

業
者
に
優
先
し
て
発
注
し
、
地
域
経
済
の
循
環
に
活
用
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
所
待
機
児
童
対
策
と
し
て
改
修
費
助
成
が
行
わ

れ
る
「
グ
ル
ー
プ
型
小
規
模
保
育
」
に
補
正
予
算
が
つ
い
た
も
の
の
、

待
機
児
童
対
策
は
本
来
認
可
保
育
園
で
対
応
す
べ
き
も
の
と
指
摘
し
ま

し
た
。

一 

、意
見
書
・
決
議
に
関
し
て
は
、党
議
員
団
は
他
会
派
と
の
共
同
を
含
め
、

五
件
を
提
案
し
、
六
件
に
賛
成
、
五
件
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

 　
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
・
肝
硬
変
・
肝
が
ん
の
患
者
に
対
す
る
医
療
費

助
成
の
拡
充
を
求
め
る
」意
見
書
が
全
会
派
の
共
同
提
案
で
可
決
さ
れ
、

「
出
生
届
の
記
載
事
項
か
ら
嫡
出
子
・
嫡
出
で
な
い
子
の
別
を
削
除
す

る
こ
と
求
め
る
」「
公
共
工
事
の
入
札
不
調
を
解
消
す
る
環
境
整
備
を

求
め
る
」
意
見
書
は
党
議
員
団
も
賛
成
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
の

一
方
的
な
防
空
識
別
圏
設
定
に
対
し
て
党
議
員
団
は
、
国
会
で
全
会
一

致
可
決
さ
れ
た
決
議
に
基
づ
き
「
中
国
に
よ
る
防
空
識
別
圏
設
定
に
抗

議
し
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
自
民
、
民
主･

都
み
ら
い
、
公
明
、
京
都
党
、
無
所
属
議
員
は
反
対
し
、
否
決
し
ま
し

た
。
一
方
で
こ
れ
ら
の
党
は
、
軍
事
的
対
応
に
道
を
開
く
「
あ
ら
ゆ
る

措
置
を
講
じ
る
こ
と
」
を
求
め
る
「
中
国
に
よ
る
防
空
識
別
圏
の
設
定

の
即
時
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」
を
可
決
し
ま
し
た
。
焼
却
灰
溶
融
施

設
の
契
約
解
除
に
つ
い
て
党
議
員
団
は
、
経
過
と
市
長
責
任
を
明
確
に

し
、
住
友
重
工
に
損
害
賠
償
請
求
に
応
じ
る
こ
と
を
求
め
る
「
焼
却
灰

溶
融
施
設
の
契
約
解
除
に
関
す
る
決
議
」
を
提
案
し
ま
し
た
が
、自
民
、

民
主･

都
み
ら
い
、
公
明
、
京
都
党
、
無
所
属
議
員
は
こ
れ
を
否
決
し
、

市
長
責
任
を
不
問
に
付
し
た
決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

一 

、
秘
密
保
護
法
が
強
行
採
決
に
よ
り
可
決
成
立
し
た
後
に
内
閣
支
持
率

は
一
気
に
下
落
し
、
昨
年
一
二
月
の
第
二
次
安
倍
内
閣
発
足
以
来
初
め

て
五
割
を
割
り
込
み
ま
し
た
。
強
行
採
決
を
繰
り
返
し
て
退
陣
に
追
い

込
ま
れ
た
第
一
次
安
倍
内
閣
と
同
様
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
「
終
わ
り
の
始
ま
り
」
で
す
。
来
春
四
月
に
は
京
都
府
知
事
選
挙

が
お
こ
な
わ
れ
、
暴
走
を
強
め
る
安
倍
内
閣
へ
の
府
民
的
審
判
を
下
す

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
国
の
米
軍
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
基
地
設
置
、

消
費
税
増
税
路
線
を
容
認
す
る
現
山
田
府
政
を
転
換
し
、
府
民
が
主
人

公
、
府
民
の
生
活
を
守
り
、
い
の
ち
輝
く
府
政
実
現
め
ざ
し
て
尾
崎
望

さ
ん
を
先
頭
に
全
力
で
奮
闘
し
ま
す
。

以
上

一  

、
本
日
、
一
一
月
定
例
会
は
、
市
長
提
案
の
五
〇
議
案
を
可
決
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
市
長
提
案
の
う
ち
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄

運
賃
値
上
げ
条
例
議
案
と
独
法
化
に
伴
う
京
都
市
産
業
技
術
研
究
所
の

中
期
目
標
の
策
定
に
つ
い
て
の
条
例
議
案
な
ど
一
三
議
案
に
反
対
し
、

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
三
七
議
案
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。

　

 　

空
き
家
の
活
用
と
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
案
に
つ
い
て
、
党
議
員

団
は
、
空
き
家
の
活
用
と
発
生
予
防
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
や
危
険
家
屋
対
策
と
し
て
有
効
性
は
認
め
る
も
の
の
、
流
通
や
跡
地

活
用
の
促
進
は
土
地
転
が
し
や
地
上
げ
に
つ
な
が
る
懸
念
や
財
産
権
の

侵
害
に
も
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
、
修
正
案
を
提
出
し
て
慎
重
に
対
応

す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。修
正
案
は
他
会
派
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、

党
議
員
団
は
原
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　

 　

自
民
、
民
主
・
都
み
ら
い
、
公
明
、
無
所
属
の
二
人
は
す
べ
て
の
議

案
に
賛
成
し
、
京
都
党
は
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
三
件
に
反
対
し
ま

し
た
。
ま
た
、
党
議
員
団
以
外
の
会
派
は
五
六
団
体
が
提
出
し
た
「
消

費
税
増
税
の
四
月
実
施
中
止
を
求
め
る
」請
願
を
不
採
択
に
し
ま
し
た
。

党
議
員
団
は
「
京
都
市
の
地
域
経
済
、
市
民
生
活
、
市
財
政
に
も
深
刻

な
打
撃
を
与
え
る
」
も
の
と
し
て
、
増
税
中
止
を
求
め
、
不
採
択
に
反

対
し
討
論
し
ま
し
た
。

一 

、
本
市
会
は
、
臨
時
国
会
で
衆
院
に
お
い
て
特
定
秘
密
保
護
法
が
強
行

採
決
さ
れ
る
中
で
開
会
し
、
市
会
会
期
中
に
参
院
に
お
い
て
も
強
行
採

決
さ
れ
成
立
す
る
と
い
う
異
常
か
つ
緊
迫
し
た
国
会
情
勢
の
下
で
開
か

れ
ま
し
た
。
本
会
議
質
問
で
、「
国
民
の
目
、
耳
、
口
を
ふ
さ
ぎ
、
民

主
主
義
の
根
幹
を
崩
す
法
で
あ
る
」
と
の
認
識
が
あ
る
か
、
と
質
問
し

ま
し
た
が
、
市
長
は
答
弁
に
立
た
ず
、
局
長
が
「
秘
密
保
護
と
国
民
の

知
る
権
利
が
両
立
で
き
る
制
度
が
必
要
」
と
秘
密
保
護
法
を
認
め
る
答

弁
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

 　

党
議
員
団
は
、
連
日
の
廃
案
を
求
め
る
宣
伝
活
動
、
集
会
や
デ
モ
の

先
頭
に
立
ち
、
奮
闘
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
閉
会
本
会
議
に
は
「
秘
密

保
護
法
の
撤
廃
を
求
め
る
」
決
議
を
提
案
し
、
提
案
説
明
で
違
憲
立
法

を
指
摘
し
強
行
採
決
を
厳
し
く
糾
弾
し
、
撤
廃
す
る
た
め
に
全
力
を
あ

げ
る
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
自
民
、
民
主
・
都
み
ら
い
、
公
明
、
京

都
党
と
無
所
属
の
二
人
は
、
こ
の
決
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

 　

ま
た
本
会
議
質
問
で
は
、
社
会
保
障
解
体
が
進
む
中
で
、
国
に
対
し

て
「
危
機
に
瀕
し
て
い
る
介
護
保
険
制
度
を
再
建
す
る
た
め
に
公
費
負

担
の
引
き
上
げ
、
制
度
改
悪
案
の
撤
回
」「
生
存
権
保
障
の
立
場
で
生

活
保
護
費
削
減
に
反
対
、
保
護
申
請
の
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
る
生
活
保
護

声 明
11月定例市会閉会本会議での
意見書・決議の採決結果

提案
会派 件名

賛否
（○：賛成、●：反対）

結果
共自民公京無1

無
2

全会派

ウイルス性肝炎･肝硬
変･肝がんの患者に対
する医療費助成の拡充
を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

共・民・
公・京・
無1･無2

出生届の記載事項から
嫡出子・嫡出でない子
の別を削除することを
求める意見書

○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決

自・公・
京・無1･
無2

中国による防空識別圏
の設定の即時撤回を求
める意見書

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

共
中国による防空識別圏
の設定に抗議し撤回を
求める意見書

○ ● ● ● ● ● ● 否決

自・公・
無1･無2

公共工事の入札不調を
解消する環境整備を求
める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

自・公・
無1･無2

介護保険制度における
新たな地域支援事業の
導入に係る意見書

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

自・公・
無2

消費税の軽減税率制度
の導入を求める意見書 ● ○ ● ○ ● ● ○ 可決

民
特定秘密保護法並びに
強引な国会運営に対し
て断固抗議する意見書

● ● ○ ● ● ● ● 否決

自・民・
公・京・
無1･無2

焼却灰溶融施設の契約
解除に関する決議 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

共 焼却灰溶融施設の契約
解除に関する決議 ○ ● ● ● ● ● ● 否決

共 特定秘密保護法の撤廃
を求める決議 ○ ● ● ● ● ● ● 否決

共：共産党、自：自民党、民：民主・都みらい、公：公明党、
京：京都党、無１：清水、無２：森川
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14人の市会議員から一言

14　　人の
市会議員から一言

　今議会、代表質問にたたせていただきました。社会保障改悪
でも、特定秘密保護法でも、“国いいなり”の答弁が目立ったの
がひとつの特徴でしたが、変化もありました。敬老乗車証改悪は
反対運動により慎重姿勢に変化、高野大型パチンコ店建設問題
では「英知を結集し、市役所一丸のとりくみ」が表明されました。
　また、小水力など再生可能エネルギーは一定の前向き答弁が
あり、新たに、再生可能エネルギー等導入推進の民間施設補助
事業がはじまりました。避難所等に指定された福祉施設などを
対象に太陽光・小水力など再エネ施設などに経費の３分の１を
補助するものです。大いにすすむよう、引き続き求めます。

特定秘密保護法
国民は認めていない。

激動の予感の中での
今議会

市バス・均一運賃区間が
嵯峨・嵐山地域に拡大！

　京都市は消費税８％転嫁の市バス・地下鉄運賃の値
上げを強行しました。今年の予算議会では上下水道料
金や使用料・手数料など値上げラッシュが予想されま
す。国に一言も要望することなく、ひたすら値上げを
押し付ける京都市と、値上げに賛成した勢力に厳しい
審判を下しましょう。そのためにも、京都府知事選挙
で尾崎望さんを押し上げて、値上げストップ、くらし
と平和を守れの声を届けましょう。

　本市会は、臨時国会で特定秘密保護法が強行採決さ
れる異常な国会情勢のなかで開かれた。市長はこんな
大事な法案に本会議質問でまったく意見表明なし。
　党議員団は、市民の怒りと共同・連帯し、連日の集
会とデモ・宣伝行動に参加し奮闘。最終本会議には
「違憲立法の秘密保護法の撤廃を求める」決議を提案。
与党会派と、無所属議員はそろって反対。法成立後に
安倍内閣が一気に支持率急落したように、「終わりの
始まり」は京都でも始まっている。

　党議員団は市会で特定秘密保護法撤廃を呼びかけまし
た。成立直後の世論調査で「このまま施行する」とした
人はわずか9.4％。国民は認めていません。撤廃しかあ
りません。
　消費税増税も深刻です。市長は、増税による市民への
影響をまったく検討しないまま、消費税をそのまま転嫁
し、日本一高い京都市の市バス・地下鉄運賃の値上げを
提案。これに自民党、民主・都みらい、公明党、京都党、
無所属議員は賛成・可決しました。増税中止へ、いっそ
う力を尽くします。

　消費税増税や秘密保護法、社会保障解体、憲法改悪
等、安倍政権の末期的暴走を背景に、市長も政府に同
調。人員削減、民間移管、市バス・地下鉄運賃値上げ、
敬老乗車証は乗る度に有料化、等々。一方、国民・市
民の世論と運動は高揚、内閣支持率は低下。今こそ憲
法をくらしの中へ、格差縮小、真の地方自治を。「二
大政党」論打破に10年。しかし「第三極」論決着は、
総選挙から参院選へ僅か半年で決着。自共対決は鮮明。
変わる時は変わる。いざ、知事選へ。

　今年３月から、市バス運賃が調整区間となっている嵯
峨・嵐山地域に均一区間が拡大されることになりました。
　丸太町通は嵯峨野高校前から西、三条通は帷子ノ辻か
ら西は運賃が高くなっていました。「同じ市民でなぜ高
くなるのか。均一にしてほしい」と声が上がっていまし
た。長年「嵯峨住民の足を守る会」や住民の皆さんが交
通局へ要望され、私も議会で繰り返し求めてきました。
あきらめないで声を上げれば、行政を動かすことができ
る！確信です。

　「秘密保護法には黙ってられない」と、知人はデモ初参
加。圧倒的な反対世論を聞かず秘密保護法案を強行可決
した自民・公明政権に怒り！秘密保護法にＮＯと言えな
い市長、消費税増税中止を求める市民請願を否決した他
会派議員にも怒り！民のくらし見ず、民の声聞かず、国に
はもの言わない…この政治を変えましょう。市バス均一
区間の拡大、阪急嵐山線３駅のバリアフリー計画の今年
開始は、長年の市民の声で動きました。民の声こそが力。
秘密保護法撤廃、消費税増税中止へ、頑張りましょう！

「終わりの始まり」
京都でも

民の声こそ力です
悪法・負担増やめさせよう

代表質問を終えて ～ 一定の前進。
運動と世論の力を実感 ～

団長　山中　 渡

副団長・幹事長　井坂 博文河合 ようこ 加藤 あい

井上 けんじ岩橋 ちよみ 下京区

北　区西京区 左京区

南　区右京区

増税・値上げは
ストップを
副団長　北山 ただお 山科区
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14人の市会議員から一言

　NHK大河ドラマ「八重の桜」を欠かさず見ていま
す。良心と知性にあふれた民衆を増やすことに心をく
だいた新島襄や山本覚馬の苦闘、語られる言葉に、卒
業生として身の引き締まる思いです。
　入学式で配布された「同志社大学設立の旨意」を手
帳に挟み、自らの活動の大切な羅針盤と考えて過ごし
た４年間を思い出します。私の座右の銘は「真理は寒
梅のごとし厳へて風雪を侵して開く」。新島襄の言葉
です。

　台風18号で、京都市の運営する伏見区の小栗栖排
水機場のポンプが操作ミスで停止し、300戸に及ぶ浸
水被害を引き起こした問題では、運営を外部委託して
任せっぱなしにしていたところに大きな問題がありま
す。名古屋では排水機場はすべて直営で行っていると
いうことで、視察をしてきました。様々な工夫が行わ
れていましたが、「市民のいのちにかかわる業務だか
ら直営を堅持している」との説明が一番印象的でした。
自治体はこうあるべきと強く思います。

　秘密保護法の成立は、法の危険性はもとより、安倍
政権による横暴な国会のあり様に憤りを感じています。
そして、市会でも同じ状況が起こっています。今年４
月からの消費税増税中止を求める請願に対して、共産
党以外の政党・議員は不採択としました。市民の声が
もっと反映される市議会でなくてはならないと強く感
じています。共産党の議員がもっと増えることが大事
ですが、請願や要望をお寄せください。議会にもぜひ、
お越しください！

　９月16日未明の浸水被害は、小栗栖排水機場のポ
ンプが停止したことによるもので人災です。市長がこ
れまで職員を減らし、民間任せにしてポンプが止めら
れている事もわからなかったのですから大問題です。
市長は人災と認めたのですから、二度と同じような被
害を引き起こさないように、直営も含めての対策が必
要です。そして、被害を受けた方には被害の実情に応
じた補償を一刻も早く行うべきです。

　代表質問に立ち、梅津や京北の台風災害対策や農林被
害対策を強く求めました。国の支援に加え、市独自の対
策を進めることになり、さらに「今後も支援をする」との
答弁を引き出しました。消費税増税にともなう市バス・
地下鉄運賃値上げが提案されました。私は、委員会など
で、市民負担が増えること、値上げ回避への京都市の努
力が不足していること、国も転嫁拒否のペナルティーを
課すことはないなど指摘し、転嫁中止を求めました。市
は公共料金の値上げをさらに押し付けようとしています。

　６年後の完成めざし、南部クリーンセンター第２工
場が建替えに。１日500トンの焼却炉を計画していま
すが、これは８年前の整備方針に基づき2015年度の
可燃ごみ量・１日1,556トン（年間56.8万トン）を
予想したものです。しかし、今すでに１日1,224トン
（年間45.4万トン）まで減っています。燃やすごみの
７割を占める「紙ごみ」や「生ごみ」を徹底分別・水
切りし、ごみ減、適正な施設規模へ。議会で、地域で
力を合わせましょう。

　違憲立法成立の瞬間、まさに「戦争前夜の声」です。
成立後の世論調査で80％が「認めない」。民意を踏みに
じる強行採決は絶対に許せません。いのち、平和、民主
主義を守る為、一人ひとりができることに取り組みまし
ょう。
　日本が諸外国に懸念を与える中、生涯をかけて人民解
放に尽くしたネルソン・マンデラの訃報が伝えられまし
た。「平和の鐘をつく会」ではリオ会議でのウルグアイ、
ムヒカ大統領のスピーチに感動が広がりました。人類は
前進しなければならない。この想いを強くしています。

炉の規模、１トン減らせば
4500万円の財源に

「八重の桜」
欠かさず見てます

いのちにかかわる業務は
市の直営で

国民の声をしっかりと国会へ、
市民の声が届く市会へ！

小栗栖浸水被害は
すべての被害補償を

代表質問に立ち
台風災害対策を強く求める

特定秘密保護法は
撤廃するしかない！

宮田 えりこ とがし　豊

ひぐち 英明 玉本 なるみ

西野 さち子

西村 よしみ くらた 共子

山科区 左京区

左京区 北　区

伏見区

右京区 上京区
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